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02 公的機関による医療系ベンチャーのサポート ガイドブック

概  要

支援イメージ図支援イメージ図

相談・支援の流れ
●医療系ベンチャー・トータルサポート事業（MEDISO）の総合ポータルサイトを通じて相談内容をご登録いただき、
解決すべき課題と今後の支援方針を確認するための事前面談を実施します。

●それぞれの課題に対応するサポーターを選出し、課題解決に向けた相談を実施します。

STEP 1
相談受付

●MEDISOの総合ポータルサイト
からの申し込み

●相談受付票の作成

STEP 2
事前面談

●相談内容に対する事前の意見
交換

●支援計画のすり合わせ

STEP 3
サポーター面談

●相談者とサポーターとの面談
●相談内容に関して議論

STEP 4
フォローアップ

●面談内容の振り返り

相談希望者（ベンチャー、アカデミア等） 医療系ベンチャー・トータルサポート事業

事務局

サポーター・
連携機関

受付担当

専門家 連携機関

支援依頼

支 援

相談依頼

医療系ベンチャー・トータルサポート事業
（MEDISO）

医薬品・医療機器・再生医療等製品の実用化を、知見ある専門家がサポートする

対象と
なる方

 薬機法の対象となる医薬品・医療機器・再生医療等製品、新たな創薬技術や医療用マテリアル等の実用化を目指
している個人を含めたベンチャー、アカデミア等

＞＞＞ 厚生労働省

薬機法の対象となる医薬品・医療機器・再生医療等製品の事業化をご支援いたします。
例：事業計画、資金調達、法規制対応等

支援内容

申込み方法

支援方法

支援元

備　考

総合ポータルサイト「MEDISO」（メディソ）内の問い合わせフォームよりお申込みいただけます。

電話、メール、対面にてご支援いたします。

サポーター（研究開発・薬事等の専門家）や厚生労働省を含めた関係機関と連携してご支援いたします。

ご相談・支援は無料です。
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概  要

医療技術実用化総合促進事業 ベンチャー支援窓口
臨床研究中核病院名 窓　口

北海道大学病院 臨床研究開発センター臨床研究支援部門

東北大学病院 臨床研究推進センター（CRIETO）

国立がん研究センター東病院 臨床研究支援部門

千葉大学医学部附属病院 臨床試験部 開発戦略・企画推進室臨床試験部 開発戦略・企画推進室

国立がん研究センター中央病院 臨床研究支援部門 研究企画推進部薬事 管理室内 「中央病院医療系ベンチャー相談事務局」臨床研究支援部門 研究企画推進部薬事 管理室内 「中央病院医療系ベンチャー相談事務局」臨床研究支援部門 研究企画推進部薬事 管理室内 「中央病院医療系ベンチャー相談事務局」臨床研究支援部門 研究企画推進部薬事 管理室内 「中央病院医療系ベンチャー相談事務局」臨床研究支援部門 研究企画推進部薬事 管理室内 「中央病院医療系ベンチャー相談事務局」臨床研究支援部門 研究企画推進部薬事 管理室内 「中央病院医療系ベンチャー相談事務局」臨床研究支援部門 研究企画推進部薬事 管理室内 「中央病院医療系ベンチャー相談事務局」臨床研究支援部門 研究企画推進部薬事 管理室内 「中央病院医療系ベンチャー相談事務局」臨床研究支援部門 研究企画推進部薬事 管理室内 「中央病院医療系ベンチャー相談事務局」臨床研究支援部門 研究企画推進部薬事 管理室内 「中央病院医療系ベンチャー相談事務局」臨床研究支援部門 研究企画推進部薬事 管理室内 「中央病院医療系ベンチャー相談事務局」臨床研究支援部門 研究企画推進部薬事 管理室内 「中央病院医療系ベンチャー相談事務局」臨床研究支援部門 研究企画推進部薬事 管理室内 「中央病院医療系ベンチャー相談事務局」臨床研究支援部門 研究企画推進部薬事 管理室内 「中央病院医療系ベンチャー相談事務局」

東京大学医学部附属病院 トランスレーショナルリサーチセンター トランスレーショナルリサーチセンター トランスレーショナルリサーチセンター トランスレーショナルリサーチセンター トランスレーショナルリサーチセンター 

慶應義塾大学病院 臨床研究推進センター臨床研究推進センター臨床研究推進センター

名古屋大学医学部附属病院 名古屋大学 学術研究・産学官連携推進 本部名古屋大学 学術研究・産学官連携推進 本部名古屋大学 学術研究・産学官連携推進 本部名古屋大学 学術研究・産学官連携推進 本部名古屋大学 学術研究・産学官連携推進 本部

京都大学医学部附属病院 京都大学医学部附属病院 京都大学医学部附属病院 臨床研究総合センター 臨床研究総合センター 臨床研究総合センター 

大阪大学医学部附属病院大阪大学医学部附属病院大阪大学医学部附属病院大阪大学医学部附属病院 ベンチャー設立・運営支援室ベンチャー設立・運営支援室ベンチャー設立・運営支援室

岡山大学病院岡山大学病院 ベンチャー開発支援・薬事相談窓口ベンチャー開発支援・薬事相談窓口ベンチャー開発支援・薬事相談窓口ベンチャー開発支援・薬事相談窓口ベンチャー開発支援・薬事相談窓口ベンチャー開発支援・薬事相談窓口ベンチャー開発支援・薬事相談窓口

九州大学病院 ARO次世代医療センター内「医療系ベンチャー支援室」ARO次世代医療センター内「医療系ベンチャー支援室」ARO次世代医療センター内「医療系ベンチャー支援室」ARO次世代医療センター内「医療系ベンチャー支援室」ARO次世代医療センター内「医療系ベンチャー支援室」ARO次世代医療センター内「医療系ベンチャー支援室」

医療技術実用化総合促進事業
医療系ベンチャー育成支援プログラム

＞＞＞ 厚生労働省、国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）

臨床研究中核病院に医療系ベンチャー支援部門を設置し、ベンチャー企業に対する研究開発の
支援や共同研究等を実施

対象と
なる方

 臨床研究・治験等の実施に向け医療機関に依頼しようとする医療系ベンチャーおよび実用化が期待されるシーズを
持つ研究者や臨床医

医療系ベンチャー開発シーズに対する医学的評価（クリニカルニーズ、臨床実態を踏まえた助言等）やARO機能のサービ
ス提供（シーズの価値を最大化するためのプロトコール作成を支援する、治験実施に係る種々の協力等）等を行う。支援内容

予算金額

委託/補助
その他

公募時期

申込み方法

備　考

―

―

―

各病院のベンチャー支援窓口（下記）へ連絡

厚生労働省「医療系ベンチャー等の支援について」ウェブサイト
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/tyukaku.html

厚生労働省「医療系ベンチャー等の支援について」ウェブサイトより作成



04 公的機関による医療系ベンチャーのサポート ガイドブック

概  要

サポーター団体 WASS、JHeCのサポート団体、協力団体、
連携イベント主催団体を中心とする支援ネットワーク

アドバイザー 各分野の専門家である個人

紹 介
マッチング

相 談
マッチング

相 談

支 援

不動産 大 学 医 療 VC
金 融

相談内容の登録、集約 相談できる人材、ネットワークの紹介

IT 省 庁
商 社

自治体

アドバイザー、サポーター団体とのマッチング
国・自治体・民間等による支援策等の検索

ワンストップ窓口（通称 InnoHub）

ヘルスケア
ベンチャー

投資家 大学研究室

大企業等の
新規事業部門

Healthcare Innovation Hub
（InnoHub）

＞＞＞ 経済産業省

ヘルスケアやライフサイエンスに関わるベンチャー企業と大企業等をつなぐサービス

対象と
なる方

 資金調達や人材確保、事業推進や拡大、海外展開など、ヘルスケアやライフサイエンスのビジネスに関する相談の
ある、ベンチャー企業、大企業等の新規事業部門等等

●  Healthcare Innovation Hub（InnoHub）では、関係省庁、政府系ファンドや民間ファンド等のベンチャー支援に関連
する施策や予算を一元的に集約しており、相談内容に応じてその情報を享受することができます。

●  また、InnoHubではベンチャー企業等からの多様な相談を受け付け、「InnoHubサポーター」とのビジネスマッチング
を通じて、その相談に応じます。

●  実際に同分野でベンチャー企業等の支援を行っている方々や団体を「InnoHubサポーター」として登録します。相談者
はInnoHubを通じて、「InnoHubサポーター」の紹介を受けることができます。

●  「InnoHubサポーター」の中で、自身が持つ人脈やノウハウ等を用いて、ベンチャー企業等への支援を行う方 （々個人）
を「アドバイザー」、事業会社・各種団体等を「サポーター団体」と称します。

●  2020年2月現在、関連省庁、政府系ファンド、15名のアドバイザー、110を超えるサポーター団体等により、支援のネッ
トワークを構築しています。

支援内容

予算金額

委託/補助
その他

公募時期

申込み方法

問い合わせ先

―

その他

随時受付

InnoHub公式サイトにて公開（https://healthcare-innohub.go.jp/）

InnoHub事務局　E-mail：200010-meti_innohub＠ml.jri.co.jp

Healthcare Innovation Hubウェブサイト掲載図を元に作成
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概  要

ジャパン・ヘルスケアビジネスコンテスト
（JHeC）

＞＞＞ 経済産業省

ヘルスケア分野の社会課題解決につながる優良なビジネスを表彰するコンテスト

対象と
なる方

 ヘルスケアビジネスを推進するベンチャー企業をはじめ、大企業・中小企業等の法人格を有する団体・企業とそれ
らに所属するプロジェクトチーム、個人事業主、もしくは学生

●  ベンチャー企業等の優良事例の顕彰等を有機的につなげることでヘルスケア分野におけるエコシステムの構築を目指
す一環として、2015年度より「ジャパン・ヘルスケアビジネスコンテスト（JHeC）」を開催。

●  JHeCではベンチャー企業等を支援する大企業やベンチャーキャピタル等の「サポート団体」を募集し、支援団体のネッ
トワーク化を図っており、ベンチャー企業等とサポート団体のビジネスネットワーキングを促進します（JHeC2020では
150団体以上がサポート団体に登録）。また、ヘルスケアに関連するイベントやプログラム等と連携し、ベンチャー企業
等の相互紹介を行う。それらを通じて、ベンチャー企業等の自立的な成長を促します。

●  従来のビジネスコンテスト部門に加えて、JHeC2019よりアイデアコンテスト部門を新設。医療・介護等の現場で生ま
れたアイデアの発掘や、専門職や学生等に対して新規参入の機会を提供し、次世代のプレイヤー創出を目指します。

支援内容

予算金額

委託/補助
その他

公募時期

申込み方法

備　考

―

その他

例年、7月頃から募集開始（JHeC2020は2019年7月から応募開始）

Healthcare Innovation Hub（InnoHub）公式サイト内（下記）にて公開

InnoHub公式サイト内のJHeCページ
https://healthcare-innohub.go.jp/events/jhec



06 公的機関による医療系ベンチャーのサポート ガイドブック

概  要

創薬系ベンチャーの起業や
成長のためのセミナー・勉強会

シェアラボ・シェアオフィスの利用、
研究支援

研究開発に資する
データ取得等の支援

海外バイオエコシステムにおける
イベント参加、ピッチ登壇の機会

ピッチ練習・ビジネスプラン
発表会

各種専門家による助言・
メンタリング

経営チーム、
人材採用支援

事業会社や投資家・支援機関等
とのマッチング支援

Blockbuster TOKYO

＞＞＞ 東京都

製薬企業、支援機関、投資家等が集積する東京の強みを活かした
東京都が主催する創薬・医療系ベンチャー育成支援プログラム

対象と
なる方

 東京都内で創薬・医療系ベンチャーの起業等により、創薬・医療分野の技術等の事業化を目指している方
 創薬・医療系の事業を行う中小企業者のうち、都内に事業所を有する方または今後都内に事業所を構える意向
のある方

１  研修プログラム
　創薬・医療系ベンチャーの起業や成長のためのセミナー・勉強会

２  選抜プログラム
●  各種専門家（創薬研究、臨床開発、マーケティング、知的財産、事業開発、海外展開、資金調達、ベンチャーの創業・事
業成長、データ活用等）による個別のメンタリング等の支援

●  経営チーム組成の支援
●  シェアラボ・シェアオフィスの利用権（実験機器等含む）の無償提供
●  事業会社や投資家・支援機関等とのより幅広いマッチング支援
●  研究開発等データ取得支援
●  ビジネスプラン発表会の実施
●  その他支援プログラムの実施

支援内容

予算金額

委託/補助
その他

公募時期

申込み方法

―

―

研修プログラムは随時、選抜プログラムはHPを要確認

ホームページ（http://www.blockbuster.tokyo）のエントリーフォームより

東京都 Blockbuster TOKYO ウェブサイト掲載図を元に作成
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概  要

東京医科歯科大学が保有する機器等の共用

＞＞＞ 東京都、国立大学法人東京医科歯科大学

東京都と国立大学法人東京医科歯科大学との協定により、東京医科歯科大学が自身の研究のた
めに保有する機器等を、対象者の所属を問わず広く共用することで、創薬・医療分野におけるオー
プンイノベーションを推進する

対象と
なる方

 東京都内で創薬・医療系ベンチャーの起業等により、創薬・医療分野の技術等の事業化を目指している方
 創薬・医療系の事業を行う中小企業者のうち、都内に事業所を有する方または今後都内に事業所を構える意向
のある方

東京医科歯科大学が保有する、透過電子顕微鏡、リニアイオントラップ/電場型FT-MS/MS、マイクロフォーカスX線CT
システム、FACS、次世代シーケンサーなど約50種の機器を利用可能。
利用申請や利用可能機器等の詳細は東京医科歯科大学ホームページ（http://www.tmd.ac.jp/rcmd/tokyo/index.
html）を参照。

支援内容

予算金額

委託/補助
その他

公募時期

申込み方法

―

―

随時

ホームページ（http://www.tmd.ac.jp/rcmd/tokyo/index.html）を参照。
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概  要

研究開発環境整備支援事業
（ウェットラボ入居補助）

＞＞＞ 東京都

実用化が期待される有望なシーズを有するベンチャー、研究者等の負担となるウェットラボ費用に
対し、東京都が補助を行う

対象と
なる方

 実用化が期待される有望なシーズを有し、創薬・医療分野において、実用化に向け具体的な研究開発事業を行
う個人または法人（但し、営利法人の場合は未上場であること）であり、都内のウェットラボに既に入居または入
居見込みの者

●  対象経費：ウェットラボ施設の賃料（使用料）
●上限額：1件あたり2,000千円/年
●補助率：対象経費の2分の1
●助成期間：3か年度（但し、年度毎に審査・評価を実施）
詳細は、ホームページ（https://www.senryaku.metro.tokyo.lg.jp/innovativeprojects/souyaku.html）から募集
要項等を参照。

支援内容

予算金額

委託/補助
その他

公募時期

申込み方法

―

―

ホームページ（https://www.senryaku.metro.tokyo.lg.jp/innovativeprojects/souyaku.html）を要確認

ホームページ（https://www.senryaku.metro.tokyo.lg.jp/innovativeprojects/souyaku.html）を要確認

○ウェットラボについて
助成対象となるウェットラボは「装置や薬品を用いて、各種法令等に則り適切に実験を行うことのできる装備を有
する施設」とし、当該施設の貸主または施設を管理運営する者が、当該施設をウェットラボとして整備し賃貸等の
用に供している施設であり、且つ、入居者の施設利用に対して適切な支援・管理が行われている施設を指す。

【具体例】
●  入居者の研究開発事業に対し、施設管理の観点から、装置や薬品の使用等に関して、適切な支援・管理が行わ
れている施設。

●  インキュベーションマネージャー、ラボマネージャー等が配置されている施設。
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概  要

支援イメージ図 支援受付・支援の流れ

●RS戦略相談へ向けての相談
●法制度等の全般的な相談
●イノベーション実用化連携相談
（保険の課題や海外の規制情報
に関する内容を含む場合、厚労
省担当部署を紹介）

相談希望者
●大学
●研究機関
●ベンチャー企業等

相談依頼

紹介

説明・意見交換等

紹介・情報共有

RS総合相談

厚生労働省医政局
経済課ベンチャー等
支援戦略室

JETRO・JICA等

RS総合相談後、
次のステップへ

RS戦略相談（次ページ）

＝PMDA事業

相談申し込み
（簡単な資料の提出）

面談日程の調整・
日程調整結果の連絡

面  談

RS総合相談・
RS戦略相談

2
～
3
週
間
程
度

レギュラトリーサイエンス総合相談
（RS総合相談）

＞＞＞ 独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA）

医薬品・医療機器・再生医療等製品の薬事初心者向け相談
～アカデミア・ベンチャー企業等の医薬品医療機器法に不慣れな方へ～

対象と
なる方

 大学、研究機関、ベンチャー企業等で医薬品・医療機器・再生医療等製品等の開発に携わる、相談や承認申請等
に慣れていない方（開発中の品目をお持ちの方）

医薬品・医療機器・再生医療等製品に関する、PMDAの相談制度（有料・一部無料）の紹介、承認申請に向けて参考と
なるガイドラインや通知、制度等についての全般的な説明、相談、窓口紹介を行います。
内容は以下のとおり。（医薬品医療機器法の規制対象外の製品の場合など、お受けできないことがあります。）
●  RS戦略相談（次頁）等に進むための相談
●  医薬品医療機器法の制度、RSに関する全般的な相談
●  イノベーション実用化連携相談（医療保険上の課題や海外規制情報に関する厚労省等との連携・窓口紹介）

支援内容

予算金額

委託/補助
その他

公募時期

申込み方法

備　考

―

その他（無料の相談）

随時

専用申込書により、電子メール（yakujisenryaku＠pmda.go.jp）、ファクシミリ

相談は無料。実施場所は東京、大阪、神戸（神戸は、毎月第三水曜日のみ）のいずれかをご指定いただけます。

独立行政法人医薬品医療機器総合機構ウェブサイトより作成
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概  要

RS戦略相談の流れ

相談希望者
●大学
●研究機関
●ベンチャー企業等

RS総合相談・
RS戦略相談

相談内容に関する助言

相談依頼

論点整理・資料の
まとめ方

相談依頼
事前面談申込み

事前面談の実施

相談記録の確定

対面助言の実施

相談資料の提出

手数料振り込み・申込書提出

対面助言の日程調整依頼（月初のみ）
・日程調整結果の連絡

❶事前面談

❷対面助言

3
週
間
程
度

2
ヵ
月
程
度

レギュラトリーサイエンス戦略相談
（RS戦略相談）

＞＞＞ 独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA）

日本発の革新的医薬品・医療機器・再生医療等製品の創出に向けたアカデミアやベンチャー企業
向けの相談

対象と
なる方

 大学、研究機関、ベンチャー企業等で医薬品・医療機器・再生医療等製品等の開発を行っている方（法律、制度、
PMDAの相談についてある程度理解している方）

開発中の医薬品・医療機器・再生医療等製品の、臨床開発初期（POC試験（前期第Ⅱ相試験程度））までの、非臨床試験
や治験計画策定等に関する相談。
❶事前面談（無料、記録なし）で論点整理を行い、
❷対面助言（有料、相談の記録あり）で科学的な議論を行います。

支援内容

予算金額

委託/補助
その他

公募時期

申込み方法

備　考

―

その他（無料／有料の相談）

❶事前面談は、随時受付
❷対面助言は、相談希望日の2か月前の月初（一部相談を除く。詳しくはウェブサイト参照）

専用申込書により、電子メール（yakujisenryaku＠pmda.go.jp）、ファクシミリ

❷対面助言（有料）申込み前に、❶事前面談をお受けください。
効率的な対面助言にするために、事前面談を複数回受けていただく場合もあります。実施場所は、東京か大阪のどちら
かをご指定いただけます。

独立行政法人医薬品医療機器総合機構ウェブサイトより作成
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概  要

START
（プロジェクト）支援型

SCORE
（チーム推進型）

STEP 1 ［第1次申請］

技術シーズの提案 技術シーズの選定
ビジネスモデルの構築

研究開発と事業化を
一体的に推進 ベンチャーの創出

チーム結成 セミナー
ワークショップ

ビジネスモデル
ブラッシュアップ Demo Day

STEP 1 ［第1次申請］

STEP 2-3 ［第2次申請］

STEP 2 ［第2次申請］

STEP 5 ［事業開始］

STEP 4 ［事業開始］

［起業］

STEP 5 ［発表］

研究者
事業
プロモーター

研究代表者 EL
（Entrepreneur Lead）

●事業プロモーターの
　研究開発マネジメント

●MVP・ビジネスモデル策定改善
●顧客ヒアリング  等々

●外部アクセラレーター等による
　メンタリング支援、集合研修等

●START事業プロモーター等へ
　プレゼンテーション

研究開発支援
事業化支援

●民間資金の誘引

●成長を見据えた
　知的戦略、市場戦略

STEP 4 
［審査］

STEP 3 
［審査］

ビジネス
モデル案 START

等
次の展開へ

顧客候補

アクセラレーター

評価
結果

MVP
提示

研究成果展開事業
大学発新産業創出プログラム START

＞＞＞ 国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）

シーズを持つ研究者と起業家の組み合わせに対し、資金的、人的な援助を行う

対象と
なる方

 START（プロジェクト支援型）
　大学等※1に所属する技術シーズの発明、もしくは発明に関わった研究者で、ベンチャー企業の設立・事業化により、
技術シーズの社会還元を目指していること
 SCORE（チーム推進型）
　ベンチャー企業の設立・事業化を目指して、大学等に所属する技術シーズの発明、もしくは発明に関わった研究者
とビジネスモデル検証に主体的に取り組む者のチーム。但し、研究者にビジネスモデル検証に関して強い意欲があ
れば、研究者の単独応募は可能

 ※1 大学等：国公私立大学、国公私立高等専門学校、大学共同利用機関法人、独立行政法人、地方独立行政法人等

START（プロジェクト支援型）：事業化ノウハウを持つ事業プロモーターと大学等の研究者をつなぎ、研究開発と事業
育成を支援することで、事業化を目指す

SCORE（チーム推進型）： リーンスタートアップ手法による起業や成長に有益な学習の機会を提供することで、次の事
業化ステージにつなげていく

支援内容

予算金額

委託/補助
その他

公募時期

申込み方法

備　考

START（プロジェクト支援型）： 活動費   5,000万円/年 （直接経費）※期間が1.5年程度以下の場合 
 3,000万円/年 （直接経費）※期間が1.5年から2.5年程度の場合

SCORE（チーム推進型）： 活動費   3月中旬に公開予定 （参考：2019年度：500万円/年（直接経費）、原則1年度）

研究委託

START（プロジェクト支援型）： 第一次申請締切   2020年度 4月下旬 
SCORE（チーム推進型）： 第一次申請締切  2020年度  3月中旬に公開予定 

WEB上の公募を閲覧の上申込み

2019年3月時点の内容となります。
詳細等はHPをご参照ください。　https://www.jst.go.jp/start/

研究成果展開事業 大学発新産業創出プログラム  ウェブサイトより作成
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概  要

出資実行の流れ

科
学
技
術
振
興
機
構

ベンチャー経営者・研究者・
関係機関・JSTによる

起業（事業）計画のつくりこみ

の研究成果

実用化のための
起業構想

ベンチャー企業
実用化構想

相談

ノウハウ
提供

発掘

外
部
有
識
者
に
よ
る
審
議

出
資
実
行

事業計画の実施

人的および技術的援助
（ハンズオン支援）

ネットワークの活用

ベンチャー企業 EXIT

3～6ヵ月程度
関係
機関 J V 金融

機関

科学技術振興機構

株式公開

M&A

MBO/EBO

出資型新事業創出支援プログラム
SUCCESS

＞＞＞ 国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）

JSTの各種事業における研究開発成果の実用化をめざすベンチャー精神にあふれる方々を、出資
や人的・技術的援助（ハンズオン）により支援する制度

対象と
なる方

 JSTの研究開発成果の実用化を目指すベンチャー企業であること
 事業の初期段階のステージにあるベンチャー企業（設立前を含む）

JSTの研究開発成果の実用化を目指すベンチャー企業に対し、出資や人的・技術的援助を行います。JSTがベンチャー
企業の株主になることで民間の資金が集まってくる「呼び水効果」を狙っています。支援内容

予算金額

委託/補助
その他

公募時期

申込み方法

１． 出資できる財産
 金銭およびＪＳＴが保有する知的財産・研究設備
２． 出資の上限※

 出資比率：原則として総議決権の1/2
 出資金額：累計額で１社あたり５億円
 ※出資比率、出資金額両方の条件を満たす必要があります。

その他

随時

事前相談への申込み（電子メール） entre＠jst.go.jp

出資型新事業創出支援プログラム ウェブサイトより作成
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概  要

橋渡し研究戦略的推進プログラムのシーズ支援

フェーズに応じた戦略的シーズ開発
シーズA シーズB

シーズC
拠点内外からの支援依頼シーズのうち、研究費支援を希望する
シーズについて、拠点がAMEDに支援候補シーズとして申請

拠点内外からの支援依頼シーズについて、拠点内の評価委員会
の判定に基づき拠点の裁量で研究費を配分

拠点 研究者

報告

補助 支援依頼

委託等

開発支援

拠点
研究者

採択
申請

委託

支援依頼
対価支払い

開発支援

AMED課題評価委員会にて
研究費支援シーズを採択

異分野融合型研究開発推進支援事業
ICT活用や医工連携等による革新的な異分野融合シーズ

POC ：Proof of Concept  新薬候補物質の効果、安全性等が、動物実験やヒトに投与する臨床研究において認められること
GLP ：Good Laboratory Practice  「医薬品の安全性に関する非臨床試験の実施の基準に関する省令」等
GMP ：Good Manufacturing Practice  「医薬品及び医薬部外品の製造管理及び品質管理の基準に関する省令」等

●企業導出
●厚労省事業等

PreB
単年度で非臨床試験
パッケージを策定

PreC
単年度で医師主導
治験の準備を行う

シーズB
非臨床POC取得および治験届提出を

目指す課題

シーズA
2年以内に関連特許出願を目指す

基礎研究課題

シーズC
治験または先進医療を実施し、
臨床POC取得を目指す課題

橋渡し研究支援拠点

革新的医療技術創出拠点：切れ目ない一貫した支援により加速化

革新的医療技術創出拠点 臨床研究中核病院

全国の大学等発
基礎研究成果

・特許出願
・シーズ探索

・GLP試験　　・規制当局対応　　・企業交渉
・GMP試験物製造、品質検査

・FIH試験　　・臨床試験
・医師主導治験シーズ 実用化

基礎研究 応用研究 非臨床研究 臨床研究・治験

橋渡し研究戦略的推進プログラム
橋渡し研究支援拠点によるシーズ実用化支援

＞＞＞ 文部科学省、国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）

全国に橋渡し研究支援拠点を整備し、アカデミア等の基礎研究の成果を一貫して臨床研究・実用
化に繋ぐ体制を構築する

対象と
なる方  大学等の研究機関におけるオリジナルな研究成果の実用化を目指す研究者

●  プロジェクト管理や知財戦略、薬事対応、医師主導治験の実施等を支援
●  橋渡し研究支援拠点（代表10機関）　北海道大学（分担機関：札幌医科大学、旭川医科大学）、東北大学、筑波大学、
東京大学、慶應義塾大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、岡山大学、九州大学

支援内容

予算金額

委託/補助
その他

公募時期

申込み方法

備　考

●  シーズA：上限500万円／年 原則、最長2年度
●  シーズB：1000～5000万円／年 原則、最長2年度
●  シーズC：1000～8000万円／年 原則、最長2年度

●  シーズA：AMEDが各拠点へ交付し、拠点の裁量で各シーズへ配分
●  シーズB、シーズC：AMEDと代表機関との間で研究開発委託契約

●  橋渡し研究支援拠点を通じて募集を行う
●  募集の時期は橋渡し研究支援拠点によって異なる

●  シーズ募集の詳細は橋渡し研究支援拠点にお問い合わせください。
●  革新的医療技術創出拠点プロジェクトの拠点一覧 https://www.amed.go.jp/program/list/05/01/001_ichiran.html

●  シーズB、シーズCのうち、研究費支援を希望する場合には、AMED公募要領に定める手続きが必要です。

国立研究開発法人日本医療研究開発機構ウェブサイトより作成
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概  要

橋渡し研究戦略的推進プログラム
拠点間ネットワーク：人材育成に係る取組

＞＞＞ 文部科学省、国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）

橋渡し研究支援拠点が構築してきた拠点間のネットワークを活用して将来の医薬品・医療機器
研究開発を担う若手人材や医療アントレプレナーを育成

対象と
なる方

❶Translational Science & Medicine Training Program （TSMTP）
製薬企業・アカデミアに関わらず、今後医薬品の研究開発に携わりたいと考えている若手研究者（博士課程学生を含む）

❷Japan Biodesign
医療機器のイノベーションに関心があり、医療機器のイノベーションを担うリーダーとなり得る、リーダーシップ、創造性、チ
ームワークを発揮する可能性を持った方

❸Research Studio powered by SPARK
国内の大学院生・アカデミア研究者・アカデミアと共同研究を実施する企業研究者・教員等で医療シーズを持ち開発意欲の
ある方

支援内容

予算金額

委託/補助
その他

公募時期

申込み方法

❶  Translational Science &Medicine Training Program （TSMTP） 
医薬品開発の実際を学ぶことでTranslational Thinkingを涵養する

❷  Japan Biodesign 
「医療現場で発見した臨床ニーズを出発点として、コンセプト創造、ビジネス実装を行う」バイオデザインプロセスを学ぶ

❸  Research Studio powered by SPARK 
国際展開も視野にした起業チームの核となる医療アントレプレナーの育成

その他

（参考）2019年度の例　※2020年度の募集時期は変更することがあります
❶  TSMTP：2019年8月　 ❷  Japan Biodesignフェロー：2019年3～5月　 ❸  Research Studio：2019年4～5月

各プログラムのホームページに記載
TSMTP  http://icams.kyushu-u.ac.jp/news12.html
Japan Biodesign  http://www.jamti.or.jp/biodesign/
Research Studio  http://www.hosp.tsukuba.ac.jp/t-credo/tr/research.html

―

出典：国立研究開発法人日本医療研究開発機構ウェブサイト
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概  要

早期アドバイスからマッチングの機会の提供まで一貫した支援

産学連携本部

研究者

全国の大学
・研究機関

企業

補足調査支援

例：
細胞増殖を抑制する物質
Aを発見した。今後どの
ように研究を進め、成果
を導出するのがよいのだ
ろう？

・先行文献調査 ・ライセンス可能性調査
・市場調査 ・用途展開調査
・出願状況調査

フィードバック

知財戦略
支援

相談

コンサル
テーション

ニーズ
登録

シーズ
情報

ニーズ情報

シーズ登録

AMED 知財リエゾン

知的財産コンサルタント

AMED ぷらっと®

シーズ登録
を支援

商談会・パートナリング・展示会

ノンコンフィデンシャル
チェック

事務局
レビュアー

早期パートナーシップ（共同研究、ライセンス等）

早期実用化

成果導出支援

AMED知財リエゾン ＆ AMEDぷらっと

＞＞＞ 国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）

全国くまなく機動的に知財コンサルテーション
シーズとニーズのマッチングへ一貫した支援

対象と
なる方

 AMED知財リエゾン
　医療分野のシーズをもつ全国のアカデミア等研究機関

 AMEDぷらっと®

　国内で医薬品に関する研究開発を行っている大学・研究機関および、国内で医薬品の実用化または上市を行っている企業

AMED知財リエゾン
●  全国のアカデミア等研究機関から生まれる有望な研究成果を取りこぼすことなく導出に結びつけるための、知財コン
サルテーション業務。

●  必要に応じ、先行文献調査、ライセンス可能性調査なども実施。
AMEDぷらっと®

●  医療分野（医療機器分野を除く）におけるシーズとニーズとを早期にマッチングするための、会員登録制Webシステム。
●  早期パートナリングを促進すべく、公開前のシーズも登録可能。
●AMEDぷらっと®事務局がシーズ全件について登録をサポート。

支援内容

予算金額

委託/補助
その他

公募時期

申込み方法

―

―

―

「AMED知財リエゾン」事務局へ電子メールを送付
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概  要

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

申
請

支
援
オ
フ
ィ
ス
チ
ェ
ッ
ク

︵
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
機
能

  

最
適
化
ユ
ニ
ッ
ト
︶

支
援
実
施
者
に
よ
る

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・

技
術
審
査

支
援
実
施

成
果
は
公
開

90
日
ご
と

P
S
／
P
O
へ

進
捗
報
告

P
S
／
P
O
に
よ
る

審
査 P

S
／
P
O
へ
の

支
援
終
了
報
告

論
文
発
表
の
際
は

B
I
N
D
S
に
謝
辞

支
援
申
請

外
部
研
究
者

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

終
了

支
援
実
施
者︵
機
関
︶

と
共
同
研
究
契
約

共
同
研
究︵
支
援
︶

実
施

Confidential情報
をご提供いただく
場合もあり

Non-confidential
情報で申請

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

継
続 申

請
内
容
の
再
考

企業利用・成果占有
利用の場合

成果占有ルート

成果公開ルート

妥当 妥当

妥当

メニューを
チェック

創薬等先端技術支援基盤プラットフォーム：BINDS ウェブサイトより作成

創薬等ライフサイエンス研究支援基盤事業
創薬等先端技術支援基盤プラットフォーム（BINDS）

＞＞＞ 国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）

創薬やライフサイエンス研究を支援するプロジェクト

対象と
なる方  大学等のアカデミア・民間企業で創薬や生命科学研究に携わる研究者

●  放射光施設（Spring-8, Photon Factory）、クライオ電子顕微鏡、化合物ライブラリーや次世代シーケンサー等の大
型ファシリティの供用による支援

●  構造解析、ケミカルシーズ・リード探索、構造展開、バイオロジカルシーズ探索、インシリコ技術などの構造生命科学
研究者やアカデミア創薬・ライフサイエンス研究者による技術支援・コンサルティング

●  詳細はBINDS支援メニュー100＋ダイジェスト（http://www.binds.jp/fi les/binds_menu_digest.pdf）を参照

支援内容

予算金額

委託/補助
その他

公募時期

申込み方法

29.5億円

その他

随時

Web申請（https://www.supportbinds.jp/）

備　考

7ステップで研究を支援
❶支援メニューを読む→研究支援を受けたい内容を選択　❷コンサルティング申請→non-Confi dential情報でWebか
ら申請　❸支援担当者との十分な話し合い　❹支援申請→BINDS PS/POによる審査　❺支援開始→支援担当者との
協働　❻90日ごとの進捗報告→支援研究進捗状況を簡単に報告　❼支援が完了して、目的達成
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概  要

◆従来、企業等における希少疾病用医薬品の支援・助成は、オーファン指定後に限定。オーファン指定前においても幅広い開発【非臨床～臨
床試験（PⅡ）】が必要だが、このステージにおける企業等への支援・助成の仕組みは存在しなかった。

◆このため、平成27年度より、AMEDにおいて、企業等を対象にした希少疾病用医薬品指定を受ける可能性のある品目の開発費の補助事業
を実施

◆補助対象には、ドラッグ・リポジショニングの開発も含まれる

希少疾病用医薬品指定前における支援事業の背景

薬
効
薬
理
試
験

製
剤
開
発

治
験
薬
製
造

各
種
毒
性
試
験

ⅡⅠ Ⅲ

基礎研究・
創薬標的特定 応用研究 前臨床開発 臨床試験

（開発初期）
臨床試験
（開発後期）

創薬研究の支援
AMED

（戦略推進部等）

創薬ブースター
AMED

（創薬戦略部）

オーファン指定後
NIBIOHN

（開発振興部）

本事業では、
このステージの開発を

補助 希少疾病用医薬品開発における「死の谷」

医薬品候補物質の特定 希少疾病用医薬品指定

国立研究開発法人日本医療研究開発機構ウェブサイトより作成

創薬支援推進事業・希少疾病用医薬品指定前
実用化支援事業

＞＞＞ 国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）

希少疾病用医薬品の製造販売承認取得を目指す研究開発型企業等による開発を進めるため、そ
の環境を整備し、迅速かつ効果的に希少疾病用医薬品としての実用化を可能にすることを目指す

対象と
なる方  希少疾病用医薬品として製造販売承認取得を目指す開発品目を有する企業等

本事業は、希少疾病用医薬品の製造販売承認取得を目指す企業等におけるヒト初回投与試験実施前およびヒト初回投
与試験以降の開発を推進するため、その環境整備の一環として、開発費用の一部を補助します。支援内容

予算金額

委託/補助
その他

公募時期

申込み方法

―

補助

AMEDの本事業の案内ページにてご確認ください。

―

備　考 医療機器・再生医療等製品は支援対象に含まれません。
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概  要

平成29年度補正予算 300億円

※1 目標達成／未達は、応募時に想定される、実用上、必要最低限の技術的水準／整備水準の達成で判定
※2 売上げに応じてAMEDに成果利用科を支払う（一部例外あり）。AMEDは支払われた成果利用科を積み立て、研究開発の基となる特許等がある場合は別途、特許等の権利者に還元

●AMED支払額の10％を返済
●取得した物品等のAMED評価額を

AMEDに支払（一部例外あり）
●継続実施不可

●一般型
産学連携、産産連携など企業や大学等の様々な組合せの混
成チームが行う、医薬品や医療機器、再生医療等製品、医
療技術などの実用化に向けた研究開発や環境整備を支援
期間：原則、最長10年（委託期間終了後15年以内の返済）
金額：原則、最大100億円／課題
          （実用化開発タイプは原則、最大50置円／課題）

スタートアップ型のベンチャー企業が、産学連携、産産連
携の下に出口戦略をもって短期間に行う医薬品や、医療機
器、再生医療等製品、医療技術などの実用化に向けた研究
開発や環境整備を支援
期間：原則、最長3年（委託期間終了後15年以内の返済）
金額：原則、最大3憶円／課題
※担保／債務保証に緩和措置あり

Venture Innovation for CIinical Empowerment
スタートアップ型（　　　  “ヴィークル”）

の実施スキーム

新設

成果利用料※2応募

研究開発／環境整備の提案者

日本医療研究開発機構（AMED）

特許等の権利者 

返済
（15年以内（年賦返済等））

・ 課題の評価
・ 代表機関への
  委託費支払い 成果利用料※2

代表機関
（日本国内に法人格を有する機関）

研究開発／
環境整備 目標未達※1

目標達成※1 成果実施
（製造、 販売、サービスの提供等）

日本医療研究開発機構「医療研究開発革新基盤創成事業」 ウェブサイトより作成

医療研究開発革新基盤創成事業
スタートアップ型（ViCLE）

＞＞＞ 国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）

次世代型の医療イノベーション基盤の構築・新たな医薬品や医療機器、再生医療等製品、医療技術
などの実現を目指す

対象と
なる方

 医薬品、医療機器、再生医療等製品に関する技術開発力等の技術基盤を有し、日本国内に法人格をもつスタート
アップ型のベンチャー企業（設立10年以内、未上場）

技術やビジネスモデルに新規性・革新性があり、短期間に成長してIPO（株式上場）や導出（技術売却）、M&A（事業売却、
企業売却）等の出口戦略を持つスタートアップ型のベンチャー企業が産学連携、産産連携の下に行う医薬品や医療機器、
再生医療等製品、医療技術などの実用化に向けた研究開発や環境整備を支援する。
●  事業期間： 最長3年（上限を超える提案可）
●  返済義務： 目標達成の場合、AMED支払額の全額 

 （無利子、15年以内の年賦返済、または一括返済　返済期間の範囲内で、最大5年間の返済猶予期間の設定可能）
 目標未達の場合、AMED支払額の10％（無利子、一括返済）
 中止の場合、AMED支払額の全額（無利子、一括返済）

支援内容

予算金額

委託/補助
その他

公募時期

申込み方法

総額１～３億円（一般管理費含む。上限を超える提案可）

委託

―

Web申込み

備　考 概要は第4回公募の内容であり、第5回公募（令和2年度事業）が実施される場合には、内容を変更する可能性がある。第5回
公募の最新の情報はAMEDのウェブサイトを参照。
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概  要

産学連携により医療分野における技術課題を解決

❶・・・探索フェーズのみ実施する研究は対象外。
❷・・・治験のみ実施する研究は対象外。
❸・・・大学等と企業の分担割合はACT-MとACT-MSで異なる。

学
基礎研究成果

官
連携支援

産
事業化

大学等

企 業

前臨床研究

アウトカムが見通せること

臨床研究

応用研究基礎研究
（探索フェーズ❶）

ACT-MS

産学連携に「企業リソース」を効果的に活用

（可能性検証フェーズ） （実用性検証フェーズ（実用性検証フェーズ（実用性検証フェーズ❷）

本プログラムの範囲
❸

実
用
化

医療イノベーション
の創出
3つのLife

（生命・生活・人生）
の向上

アカデミア
発の

シーズ（特許等）

日本医療研究開発機構「産学連携医療イノベーション創出プログラム」 ウェブサイトより作成

産学連携医療イノベーション創出プログラム
（ACT-M/MS）

＞＞＞ 国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）

大学等と企業や病院等との連携を構築しアカデミア発の「技術シーズ」を産業界（企業）に円滑かつ
効果的に移転する（実用化プロセスに乗せる）ための、研究開発を支援する

対象と
なる方  大学および企業（含むベンチャー企業）等の研究機関等に所属する方

ACT-M
アカデミア発の「技術シーズ」について、大学等と企業が連携して、実用化（事業化）のための課題を具体的に解消する。
●  研究開発期間：3年以内
ACT-MS
アカデミア発の「挑戦的な技術シーズ」について、医療への適用のためのブレークスルーポイントを突破することで、早
期に戦略的に企業等への導出につなげる。
●研究開発期間：2年以内

支援内容

予算金額

委託/補助
その他

公募時期

申込み方法

ACT-M：31～38百万円/年課題　　ACT-MS：11～15百万円/年課題
（間接経費を含まず）

委託

（2020年度） 2020年2月3日～3月4日

府省共通研究開発管理システム（e-Rad）
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概  要

開発段階に応じた
ネットワークによる支援

医療機器開発支援
ネットワーク

地域支援機関 専門支援機関
・自治体  ・商工会議所  ・公設試  等 ・NEDO、JST  ・医療機器センター  ・産総研  ・国衛研  ・PMDA  等

連携・支援

医療機関、コンサルティング企業・機関、販売業界、学会、金融機関・ファンド
伴走コンサルによるアドバイス

市場探索

デザイン・
コンセプトの設計

製造・サービス
供給体制

販売・
マーケティング

開発・試験市場ニーズ・
市場規模把握

類似・競合製品との
ベンチマーキング

試作機開発・改良
先行特許調査

業許可取得
薬事申請

販売業者との連携・
テストマーケティング

上 市
事業戦略

海外戦略
生産戦略

知財戦略 事業戦略 マーケティング戦略
ファイナンス戦略

●「伴走コンサル」として、開発段階に応じた切れ目ない支援を提供
●関係機関を総動員し、ワンストップで医療現場のニーズ発掘や事業化支援（薬事、知財、海外展開、ファイナンス）
などの支援を提供

医工連携事業化推進事業
開発・事業化事業

＞＞＞ 国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）

医療現場のニーズに応える医療機器の開発・事業化を促進

対象と
なる方

 応用、非臨床研究・前臨床研究、臨床試験、治験のフェーズにある医療機器を持つ、「ものづくり中小企業」、「製
造販売企業」、「医療機関」を含む共同体を組成した国内の民間企業

医療機器等の開発・事業化への助成と伴走コンサルティング、医療機器開発支援ネットワークの紹介
【以下のいずれかに分類される事業の補助（補助率2/3、各分類上限8000万円/年、ただし2年目以降治験実施計画の届け
出に基づき治験を実施する年度は15,000万円/年）】
●  医療費削減効果（当該医療機器等の利用により、医療費の削減が見込まれる事業）
●  海外市場の獲得（日本発の医療機器を輸出することで、海外市場を獲得する事業）
●  国産医療機器市場の拡大（従来、輸入品で占められていた分野において、国産医療機器を事業化することで、国産医療機
器の市場が拡大する事業）

【医療機器開発支援ネットワークを活用した、開発段階毎の伴走支援】
❶開発戦略の検討・実施段階：試作機開発、量産試作、非臨床試験、安全性試験、臨床評価、治験
❷薬事の検討段階：薬事相談
❸知的財産のマネジメント段階：知財相談
❹販売・物流戦略の立案段階：市場評価
❺体制の構築段階：開発・試験体制、製造・サービス供給体制、販売アフターフォロー体制

支援内容

予算金額

委託/補助
その他

公募時期

申込み方法

―

―

―

府省共通研究開発管理システム（e-Rad）

備　考
●  間接経費の上限を30％。
●  補助事業により取得した財産は補助事業者に帰属する。
●  共同体に必須となる医療機器製造販売企業は補助期間中の業許可取得でも可とする。

日本医療研究開発機構「医工連携事業化推進事業」 ウェブサイトより作成
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NEDO TCP2019の流れ

※1 TCPチームにより、メンターの他にNEDOの支援人材（SSA）が同席させていただく場合があります。
※２ 予算の状況により変更の可能性があります。

起業家候補

応 

募

本
選
審
査
申
請

全
体
研
修︵
起
業
塾
︶

個
別
メ
ン
タ
リ
ン
グ

個
別
メ
ン
タ
リ
ン
グ

一
次
審
査︵
書
面
︶

技
術
評
価︵
書
面
︶

﹇
川
崎
・
大
阪
﹈

二
次
審
査︵
ピ
ッ
チ
︶

N
E
D
O  

T
C
P
フ
ァ
イ
ナ
ル

最
終
審
査
会︵
ピ
ッ
チ
︶

上位 1～3位の特典
●表彰
●NEDO Entrepreneurs 

Program（NEP）への
シード権（一次審査通過）※2

●終了後も継続的な起業支援

ファイナリスト
（二次通過者）の特典
●投資家等を前にしたピッチ
登壇と、ポスター発表

●継続的な起業支援（一部）

セミファイナリスト
（一次通過者）の特典
●NEDOシリコンバレー研修
（非公開）の応募権公募開始 20～30チーム

通過
10チーム程度

通過

10月 12月16,17日 1月 2月7日

ピア
レビュア

NEDO共催イベント
-No Maps（北海道）

地域イベント
（指定予選会）

国内/海外メンター
SSA （Startup Supporters 
Academy）※1

9月5日
締切

10月
12日/東京
13日/大阪

予 選 本 選

Technology Commercialization 
Program（TCP）

＞＞＞ 国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）

大学、研究機関等といった研究開発型ベンチャー起業家の登竜門的な支援制度

対象と
なる方  技術シーズを基に起業を目指す国内の大学・企業の研究者個人・チーム（会社設立前）

ピッチコンテストとその間に実施されるTCPメンターによる個別メンタリングにより、ビジネスプランを磨き上げる。
●  人材育成プログラム（6か月以内）
●  技術シーズをもとに企業を目指す国内の大学・企業の研究者等にビジネスプラン研修とピッチイベント等を実施

支援内容

予算金額

委託/補助
その他

公募時期

申込み方法

備　考

ファイナル大会の上位1～3位の特典として、NEP（NEDO Entrepreneur Program）へのシード権（一次審査通過）付与※2

例年6月～9月（詳細はNEDO TCPサイトにてご確認ください）

公募

資金的支援はなし（参加費無料、旅費は一部負担）

新エネルギー・産業技術総合開発機構事業紹介資料より作成

注：2019年度の情報です。最新情報はNEDO ホームページでご確認ください。

なし（費用無料）
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概  要

スキーム図

NEDO  Entrepreneurs
Program（NEP）に係る

委託契約

経理支援管理法人

事業カタライザー
によるメンタリング

起業家候補人材

（NEDO  Entrepreneurs）Program支援対象者

個人

研究機関に
属する者

事業会社に
属する者

経理業務等に
関する委任契約

採 択

NEDO  Entrepreneurs Program
（NEP）

＞＞＞ 国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）

事業化支援人材（カタライザー）による指導・助言およびギャップファンド的資金（POC検証資金）の提供

対象と
なる方  技術シーズを活用した事業構想を有する起業家候補人材（主に会社設立前段階の、個人・チームなど）

●  会社設立を目指す起業家候補人材に対して、事業カタライザーによる伴走メンタリング支援を実施。
●  事業化可能性調査（ビジネスプラン作成、市場調査、試作品設計・製作など）に対する資金支援。
●  支援は6ヵ月以内とする。

支援内容

予算金額

委託/補助
その他

公募時期

申込み方法

備　考

補助（全額）  ※助成率は100％ですが、消費税（外税）は自己負担

2019年度は、2019年3月25日～4月25日

公募

●  技術シーズを活用した事業構想を有する起業家候補人材（個人または研究機関等や起業等に属する者）に対し、事業化
支援人材（カタライザー）による指導・助言の機会提供など、研究開発型ベンチャーを立ち上げるための活動を支援する。

●  対象技術は経済産業省所管の鉱工業技術（但し、原子力技術に関わるものは除く）

新エネルギー・産業技術総合開発機構事業紹介資料より作成

注：2019年度の情報です。最新情報はNEDO ホームページでご確認ください。

原則500万円以内（税抜50万円以上の機械装置費等、労務費は対象外）
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株式会社ゼロワンブースター
株式会社ファストトラックイニシアティブ
株式会社TNPスレッズオブライト
SBIインベストメント株式会社
ジェネラルパートナー株式会社
鎌倉インベストメント株式会社
株式会社MAKOTOキャピタル／一般社団法人MAKOTO
株式会社みらい創造機構
株式会社ABBALab
株式会社広島ベンチャーキャピタル

合同会社ユーグレナSMBC日興リバネスキャピタル
Beyond Next Ventures株式会社
Global Catalyst Partners Japan
ハックベンチャーズ株式会社
株式会社SARR TECH RANCH
株式会社東京大学エッジキャピタル
ウエルインベストメント株式会社/AZCA,Inc.
DNX Ventures
Expara Ventures. Ltd.
Triple Ring Technologies, Inc. ／日本医療機器開発機構
QBパートナーズ有限責任事業組合
500Startups Japan

ニッセイ・キャピタル株式会社
株式会社ジャフコ
360ipジャパン株式会社
Remiges Biopharma Fund GP, Inc.
株式会社慶應イノベーション・イニシアティブ
D4V合同会社
グローバル・ブレイン株式会社
日本ベンチャーキャピタル株式会社
インキュベイトファンド株式会社
合同会社テックアクセルベンチャーズ
みやこキャピタル株式会社
MedVenture Partners株式会社

認定VC（2019年11月現在  34社）

STS事業概念図
シード期の研究開発型
ベンチャー企業（STS）

Seed-stage
Technology-based Startups

❹採択・交付決定

❸応  募

❶応 募

❷認 定 助成対象費用の1/3以上の出資
（★助成交付条件）

助成対象費用の2/3以下
〈助成対象：実用化開発、事業化調査に関わる費用〉

34社・チーム
※2019年11月現在

認定VC等

株 式

シード期の研究開発型ベンチャー（STS）への
事業化支援事業

＞＞＞ 国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）

NEDOが認定したVC等が出資を行うシード期の研究開発型ベンチャーに対して、事業化のための
助成を行う

対象と
なる方

 具体的な技術シーズを活用した事業構想を持ち、NEDOが認定したVC等が出資（1/3以上）を行うシード期の研
究開発型ベンチャーであること

シード・アーリー段階の研究開発型スタートアップに対する事業化のための助成を行う。支援内容

予算金額

委託/補助
その他

公募時期

申込み方法

備　考

7,000万円以内（1.5年以内）

補助（2/3）

年複数回を予定（NEDO WEB等でご確認ください）

公募

【条 件】
●  申請には、NEDOが認定したベンチャーキャピタルなどから助成対象費用の1/3以上の出資を受けること、もしくは採
択後これを約する出資同意書を提出すること。

●  日本登記された法人であること。
●  特定の技術シーズを有し、その実用化開発と事業化を行うシード期の研究開発型ベンチャーであること。
●  認定VCから助成対象費用の1/3以上の出資を公募要領で認める期日以降に受けている。または今後出資が予定され
ていること。

●  新市場、イノベーションを創出しうる事業内容のもの。
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概  要

橋渡し支援窓口担当者　
登録一覧

NEDO事業成果情報
一覧

NEDOベンチャークラブ

近くの支援機関や
共同研究先を
お探しの方

NEDO事業成果の
技術・シーズを
お探しの方

ビジネス
マッチングを
ご希望の方

NEDOがマッチングの場をご提供

各分野別の個別技術情報や、
支援機関等の情報を検索！

技術提供・提携・連携の橋渡し

企業  大学・研究機関等

［事業者の皆さま］
NEDO事業への取り組みで

得られた成果を
活用・販売・提供

企業  大学・研究機関等

［ユーザーの皆さま］
自社の事業推進に向け
NEDO成果物や技術を
利用・購入・提携

情報のご登録（無料） 希望のご連絡

NEDO  マッチング支援事業
マッチングスペース

＞＞＞ 国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）

開発成果の継続的なマッチング機会をNEDOホームページで提供

対象と
なる方

 支援機関や共同研究先を探している研究者、NEDO事業成果の技術・シーズを探している方、ビジネスマッチング
を希望している方

マッチング場の提供
NEDO事業に取り組まれた事業者の情報発信だけでなく、NEDO事業への応募に向けた相談や支援を希望される方向
けの情報、さらにNEDO事業に関係した方向けのマッチングサービス

支援内容

予算金額

委託/補助
その他

公募時期

申込み方法

備　考

特になし

通年

橋渡し支援窓口担当者（HPに一覧）またはNEDO技術成果情報一覧に記載のお問い合わせ先までご連絡ください。
https://www.nedo.go.jp/library/matching/index.html

ご不明点はイノベーション推進部  総括グループ（nedosmpl＠nedo.go.jp）までお問い合わせください。

新エネルギー・産業技術総合開発機構「マッチングスペース」　ウェブサイトより作成

―
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【実施事業者】
中小・ベンチャー企業

❷採択・交付決定

❶応  募

開発イメージ（例）
視覚支援用

網膜走査型レーザアイウェア
移動支援用

パーソナルモビリティ

※1 みなし大企業（発行済株式の総数または出資の総額の「2分の1以上が同一の大企業の所有に属している」または「3分の2以上が複数の大企業の所有に属している」中小企業）は2分の1以内
※2 「福祉用具」とは、心身の機能が低下し日常生活を営むのに支障のある老人または心身障害者の日常生活上の便宜を図るための用具及びこれらの者の機能訓練のための用具並びに補装具をいう。

 （福祉用具法第2条より）

対象者

事業形態

助成金額

事業期間

助成要件

●研究開発の対象となる機器が「福祉用具」※2であること、全く同一の機能、形態
の製品が存在しないという新規性、技術開発要素を有していること。

●その事業が、利用者二一ズに適合し、技術開発要素を有する等、助成金交付の
目的に適合するものであること。

●その福祉用具の実用化開発により、介護支援、自立支援、社会参加支援、身体
代替機能の向上等、具体的な効用が期待され、かつ一定規模の市場が見込まれ、
更にユーザーからみて経済性に優れているものであること。

●福祉施設等の用具に対する利用者二一ズを的確に反映し、速やかな実用化導入
とするため、介護・福祉施設等のユーザー等との協力体制の下で行っていること。

助成（NEDO負担率：助成対象費用の3分の2※1）

2,000万円以内／年間（3年間で6,000万円）

最大3年間

中小企業  開発体制：中小企業、研究開発組合等 重要課題に関する評価項目
（ア）機能性とデザイン性を兼ね備えた福祉用具

の技術開発
（イ）小児用福祉用具の技術開発
※上記以外のテーマも申請可能です。

開発体制の要件
開発体制に実証機関を含み、助成事業者が実証
機関と連携して実際のユーザーを対象にした実証
試験を行うことが必須の要件です。

【実証機関の要件】
●日本国内の法人登記された機関または公的機
関であること

●助成事業者と連携し、実証試験を実施する能
力を有すること

課題解決型福祉用具実用化開発支援事業

＞＞＞ 国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）

健康の増進、心身の機能が低下した高齢者や障害者のＱＯＬ向上に資する技術の確立を目指して、
福祉用具の実用化開発を行う中小企業に対して助成を行う

対象と
なる方  福祉用具の実用化開発に関するシーズを有する中小企業等

健康の増進、心身の機能が低下した高齢者や障害者のQOL向上に資する技術の確立を目指して、福祉用具の実用化開
発を行う中小企業に対して助成を行うと同時に、福祉機器のニーズ調査や研究開発に必要な情報の収集・分析・提供を
実施します。

支援内容

予算金額

委託/補助
その他

公募時期

申込み方法

備　考

補助（助成率2/3）

3月～4月頃を予定（NEDOホームページをご確認ください）

公募

詳細は、下記助成要件等をご確認ください（内容は2019年公募時点のものになります）。

2,000万円以内／年間（3年間で6,000万円）
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製　品 人 材 資金調達

研究
・
開発

事業開発 販 売 資金
提供事業計画・

マーケティング 知財戦略 保険収載 国際展開法規制
対応

厚生労働省

経済産業省

東京都

PMDA

JST

文部科学省

AMED

NEDO

Blockbuster TOKYO

ジャパン・ヘルスケアビジネス
コンテスト

MEDISO
医療系ベンチャー
育成支援
プログラム

東京医科歯科
大学が保有する
機器等の共用

ジャパン・ヘルスケアビジネス
コンテスト＞＞＞ P.05

＞＞＞ P.07

ウェットラボ
入居補助

＞＞＞ P.06

InnoHub ＞＞＞ P.04 InnoHub ＞＞＞ P.04

START

TCP TCP

＞＞＞ P.11

＞＞＞ P.21

NEP NEP＞＞＞ P.22

＞＞＞ P.21

＞＞＞ P.22

STS ＞＞＞ P.23

AMED知財
リエゾン＆

AMEDぷらっと

マッチング
支援事業

創薬支援推進
事業・希少疾病用
医薬品指定前
実用化支援事業

橋渡し研究
戦略的推進
プログラム

BINDS

ViCLE

＞＞＞ P.15＞＞＞ P.16

＞＞＞ P.18

＞＞＞ P.17

課題解決型
福祉用具
実用化開発
支援事業

＞＞＞ P.25＞＞＞ P.24

ACT-M/
MS

＞＞＞ P.19

開発・
事業化事業

＞＞＞ P.20

SUCCESS
＞＞＞ P.12SUCCESS ＞＞＞ P.12

＞＞＞ P.13・14

＞＞＞ P.03 ＞＞＞ P.02

＞＞＞ P.05

＞＞＞ P.08

RS
総合相談

＞＞＞ P.09

＞＞＞ P.10

RS
戦略相談

ウェットラボ
入居補助

＞＞＞ P.08

公的機関による医療系ベンチャー支援策・サービスの全体像




